



























　 1897 年 10 月以降，東アジアの政治情勢は激動した。これらの政治情勢は，太平洋








イの白人有力者たちは 1893 年 1 月に暫定政府を樹立し，女王リリウオカラニをイオ
ラニ宮殿に幽閉して，翌 1894 年 7 月にハワイ共和国を樹立した。アメリカは 1898 年
4 月 21 日，スペインに宣戦を布告すると，8月にはマニラ湾を占領し，開戦 4ヵ月
で圧倒的な勝利を収めた。そして，アメリカの連邦議会は 1898 年の米西戦争を契機




　 1897 年 11 月 14 日，ドイツ軍艦が山東省における宣教師殺害事件を契機に膠州湾




は 1898 年 8 月 31 日，『大阪朝日新聞』に論説「太平洋に於ける日米」を発表し，日
本人の米西戦争に対する注意を喚起し，将来の日本とアメリカの衝突を予言すると共
に，この回避策として「通商」の充実を説いた。長沢別天の論説は，アメリカの日本


































　 1920 年 6 月，宇治田は外務省嘱託となって東方通信社調査部次長となる。この時
の部長が水野梅暁であり，これが 2人の最初の出会いであった。ところが水野は内部




　宇治田はこれに先立ち 1921 年 10 月，日本評論社から著書『共和以後』を出版し，
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